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日頃より先生方には多大のご指導とご支援を賜り、

厚くお礼を申し上げます。

昨年度は新病院の竣工、移転がありましたが、皆様

のおかげで新病院での診療も滞りなく行っています。

旧病院別館は取り壊しが完了し、仮設駐車場に使用し

ています。現在、旧本館の取り壊し工事を進めていま

すが、まもなく旧本館も姿を消すことになります。跡

地を本格的な駐車場に整備しますが、本年中には完成

の予定です。また、ヘリポート も建設へ向けて調整中

です。いましばらくは工事で色々ご迷惑をお掛けしま

すがご了承賜りますようお願い申し上げます。

4月には毎年多くの人事異動がありますが、本年度

も30数名の医師の入れ替えがありました。しかし各診

療科の部長 ・医長の交代はなく、これまで通りの体制

で診療を行うことになりました。また、医師の増員を

希望していたのですが、麻酔科、眼科が 1名ずつ増え

ただけで他の診療科は現状維持になりました。しかし

多くの病院がヲlき上げ等で医師数不足に悩んでいる中、

増員があった事を喜び、このメンバーで頑張りながら、

さらに医師確保に努力する所存です。その他、 病院幹

最新の知識・医療技術と礼節をもって、

良質で安全な医療を百指します。

( 1) 

部では事務部長、副看護部長、企画課長が交代しまし

た。新幹部はこのくまびょうニュ ースで順次紹介して

参りますが、よろしくお願い致します。

今一番の心配事は私たちの所属している「独立行政

法人国立病院機構」の今後です。政権が変わり 「独立

行政法人」の仕分け、見直しが行われております。国

立病院機構は国立時代に比べて運営は大幅に改善され

て来ていますが、 厚生労働大臣から きわめて厳しい見

方をされているようです。国立病院機構本部の理事長

等が大臣と折衝を重ねていますが、今後、どのような

方向に向かうのか分からない状態の様です。ただ私た

ちに出来ることは、地域の住民、医療関係者の皆様の

お役に立てるように、粛々と診療を行い、地域医療を

担う事以外にないと存じます。これからも運営方針で

ある医療連携と救急医療の実践を推進し、患者 ・ご家

族の皆様をはじめ地域の住民、医療関係者、行政等の

信頼を得られるよう職員一向、力をあわせて努める所

存です。

本年度も変わらぬご指導、ご支援を賜ります様お願

い申し上げます。

－蓮華草週・It-'
1 良質で安全な医療の提供

2.政策医療の推進

3.医療連携と救急医療の推進

4.教育・研修・臨床研究の推進

5.国際医療協力の推進

6 健全経営
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「熊本医療センターと私」

医法）森和会 森病院

院長森 健太

熊本市街中心から、車で国道 3号線を南に向かう

こと約20分のとこ ろに位置する当院は、一般精神科

194床の精神科病院です。急逝した前院長の父から、

私が病院を継承してから約 2年になります。

私が国立病院機構熊本医療センタ ーに研修医の頃

にお世話になったのは、もう 10年ほど前になります。

当時は交代で救急外来の当直のお手伝いをさせてい

ただきましたが、 びびりの私は緊張しすぎて、待機

の夜は当直室のエア コンの音が、救急車のサイレン

の音に聞こえ続けて、よく眠れなかったものです。

また、 病棟も年季が入ってお り、エレベーターの遅

さにイライラしたものでした（研修医は階段でしたっ

け？）。

それからしばらくは医局の人事で、他県に行った

り、大学病院に戻ったりと、熊本医療センターから

は遠ざか っていました。しかし最近、 子供の受診

（転倒 ・頭部強打 ！→激しい頭痛出現→たんこぶ）

で久しぶりに熊本医療センターを訪れましたが、びっ

くりしました。なんと絹麗な病院 ！……できれば私

も10年遅 く医者になって、こ の熊本医療センタ ーで

研修医として、 トレンディドラマのような Dr.ライ

フを送ってみたかった （願望） ・

しかし、それは叶わぬ夢なので、せめて熊本市南

部の一角で、自分の理想、とする精神科病院をつくる

ことに情熱を注ぎたいと思う、37歳の春を迎えるノf

パなのだ！ 。

今、森病院では 「患者様に笑顔を！ 」を新しいス

ローガンに、日々努力を しております。

「患者様に笑顔で接 し、 患者様が笑顔になる森病

院」を目指します。

最後にはなりますが、近隣の諸先生方、熊本医療

センタ ーのスタッ フの皆様には、日頃よりのご指導、

ご鞭撞のほど、誠に感謝しており ます。また、熊本

の高度医療の中核として、今後とも国立病院機構熊

本医療センターの益々のご発展を祈念申し上げます。

・・・・・開¥5－~~ゆ8jM;事側釘倒防蜘
日頃、多くの患者様をご紹介頂きまして誠に有り難うございます。紹介患者様の待ち時間を短くす

るためにFAX紹介で6時間予約ができます。月から金の日勤帯です。

当院のFAX紹介用紙に受診希望日を入れてお送り下さい。担当者がカルテを作成し希望日に時間予

約を取り ましてFAXにて返信致します。是非、 FAX紹介での受診日の指定と時間予約制をこ活用して i
頂き、患者様の待ち時間短縮にご協力下さい。よろしくお願い申し上げます。 i 

（経営企画室長中村 敦） j 
、－一一－一一－－一一一一一－－一一”一一一－－一一一－－一一一一一一－－一一.._ ..一一一－－一一...../ 

圃原稿を雲集致します置
登録医の先生の投稿を歓迎致します。400～800字程度を基準にお願い致します。
送付先干 860-0008熊本市二の丸 1-5

国立病院機構熊本医療センター 『くまびょう NEWS』編集室まで

C 2) 
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1 .無菌室位置図
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園概
入院練

3.病棟

血液診療に欠かせない無菌室は、旧病院では前室を

備えたクラス100無菌室が 1室、クラス10000が 8室で、

重症血液疾患が続くときには苦しいやりくりを迫られ

ることがしばしばありました。新病院移転に伴い血液

病棟に15床からなる無菌ユニットが設置されました。

ユニット内部は廊下天井に設置されたHEPAフィルタ ー

により全体がクラス 10000となっており、 2カ所のア

クセスは 2重扉で仕切られ内部のクリ ーン環境を保っ

ています。これにより従来は無菌管理のため部屋から

出ることができなかった患者さんが、廊下の散歩をし

たりシャワ ーを浴びたりすることが可能になりま した。

またユニット内部にはナースステーションがあり迅速

な対応が可能となっています。さらに、この無菌ユニッ

ト以外にも血液病棟本体の個室のうち 2床はクラス

10000の無菌室として可能な要件を備えており 、最大

( 3) 

2.無菌ユニットへの入口

4.病室

5. ナースステーション

17床の無菌室体制が可能となったため従来に比べ余裕

を持って運用してゆくことが可能となりました。

（血液内科医長 日高道弘）
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酪箆穏飽命（23)

麻 酔 手｝

部長

江崎公明
麻酔科一般、救急医療

日本麻酔科学会指導医

日本麻酔科学会専門医

日本救急医学会救急科専門医

日本救急医学会九州地方会評議員

医長

瀧賢一郎
麻酔科一般、集中治療

日本麻酔科学会指導医

日本麻酔科学会専門医

診療内容・特色

1.手術室・麻酔

手術内容は、総合病院としてあらゆる臓器への手術

が可能になっています。なかでも内視鏡下の手術（外

科、耳鼻科、泌尿器科、産婦人科）が多いのが特徴に

なっています。また骨髄移植の技術を利用した閉塞性

動脈硬化症患者への血管新生療法や形成外科と各科と

の連携のもとで皮膚による食道再建などの新しい形成

治療法が選択できるようになりました。他にICU、透

析室の完備を背景に外傷、急性冠不全、脳出血などへ

の救急医療手術や患者様の要求に応じた日帰り手術に

も万全をきして取り組んでいます。一方、安全な麻酔

管理として高度な呼吸 ・循環モニ ター装備はもちろん

として、ほかにBISという麻酔深度計（脳波計）を導入

して患者様への確実な全身麻酔の保障を行っています。

2.麻酔科外来（ペインクリニック）

種々の痛みに対して神経ブロック療法を中心に考え

ていますが痛みが局在的であり出血傾向がないことが

適応になります。補助療法として向精神薬 ・麻薬 ・漢

方薬などの内服を併用しています。最近、抗凝固療法

をされている方が多く神経ブロック不適のため内服療

法をすることが多くなっています。そのため帯状癌疹

後神経痛にたいする痔痛緩和療法として麻薬であるリ

ン酸コデインによる内服療法による治療実績が集積さ

れています。

( 4) 

医長

上妻精ニ

麻酔科一般、 ペインクリ ニック

日本麻酔科学会指導医

日本麻酔科学会専門医

医師

宮崎直樹

麻酔科一般

日本麻酔科学会専門医

医師

小寺厚志

麻酔科一般

日本麻酔科学会認定医

外科学会認定医

痛みの相談：火・木曜日（上妻）

慢性難治性廃痛、帯状庖疹および庖疹後神経痛

腰下肢痛、ボツリヌストキシン療法など

手術前麻酔相談：月・金（瀧・江崎）

癌性痔痛緩和外来 ：火 （内科 柴）・木（上妻）

3. ICU （瀧室長）

術後および救命救急センタ 一外来からの重症患者を

管理する 6台のベッドがあります。管理は、疾病当該

科から主治医を選び、急性期を乗り切るまで補助循環、

血液浄化、人工呼吸などを循環器科、腎臓内科、麻酔

科が補助するかたちでICUが運営されています。

診療成績
平成20年度は、手術室 7室（ベッド 9台）を使って

麻酔専門医 5名、看護師25名のスタッフのもとで年間

4,264例（麻酔管理例3,358例、緊急手術538例）の手術

を行っております。

平成21年 9月に新病院（手術室10室）に号｜っ越しま

したが、症例の増加は、続いているようです。

研究実績
「国立病院機構における手術麻酔の現状に関する研

究」（平成21年度国立病院機構共同臨床研究）

ご案内

上妻先生の外来日に、眼目愈痘壁、顔面産撃に対する

ボツリヌストキシン療法を行っています。また、平成

22年より火曜日（内科 柴）、木曜日（上妻） 1こ癌性

癖痛にたいする緩和外来が開設されています。
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国立病院機構熊本医療センタ ーは、国内唯一の国際

医療協力基幹施設として、 JICA（国際協力機構）、

JICE （日本国際協力センタ ー）及び熊本県と連携し、

積極的に国際医境協力を推進しています。

平成22年 2月27日より 「平成21年度AIDSの予防及

び対策コース A」10名が、当院の研修棟に宿泊しなが

ら3月21日まで研修を行いました。

本研修は、AIDSの予防及び対策を担当する行政官

を中心にAIDSの予防疫学、検査技術、治療、世界的

な状況および対策について理解し、自国のAIDS対策

に係る計画策定能力が向上されることを目的としてい

写真

( 5) 

（庶務班長牧野功）

氏 名（国名） 職業・所属等

ます。

【平成21年度第2回 『AIDSの予防及び対策A』研修コース】 2010.2.27～2010.3.21 

写 真 職業・所属等

Dr.し1seth

Lourdes 

Arias 

Lopez 

リース
（ボリ ビア）

人間開発研究所
研究部責任者

Dr. Savio 

Bezerra 

De Souza 

サヴィオ
（ブラジル）

サンホセ病院
AIDS担当医師

Dr. Vranceanu 

Benes 

Angela 

アンジェラ
（モルドパ）

予防医学園立科学実

践センター
疫学部
上級科学研究者

氏 名（国名）

Dr. LL」1za

Harunari 

Matida 

ルイザ
（ブラジル）

サンパウロSTD/

AIDS国家プログラム

HIV母子感染調整官

Dr. Beatriz 

Euge「1ia

Solorzano 

Arevalo 

ベア トリス
（エルサルパドル）

院病
ス

立
ビ

国
一

ス
サ

省
レ
症
医

健
ザ
染
門

保
口
感
専

Dr. Svetlana 

Popovici 

スベタ
（モjレド＇J¥) 

国立皮膚性病学セン

ター
HIV部長

Dr. Ramesh 保健人口省

f1 
Mr. Dill1 保健人口省

Kumar 国立AIDS・ STD対 Raman 
国立AIDS・ STD対

｜くharel 策センター Adhilくari
策センター

ラメッシュ 副部長・よ級保健管 ディリィ
上級公衆衛生官

（ネパーJレ） 理官 （ネパール）

Dr. Marib巴｜

Rosario 

Fuertes 

Yg「1acio

マリベル
（ぺJレー）

リマ市保健ネットワ

ク
疫学チーム
調整官

Dr. Zabilくhulla

lnogamov 

ザピ

（ウズベキスタン）

国立AIDS女拶資センター

伝染病予防対策課

疫学者
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最近＠トピックス

「白内障」と「緑内障」の関連性について

眼科医長

青木 浩則

「白内障」と「緑内障」これに結膜炎を加えると眼

科を受診する患者の大半がカバーできるほどメジャー

な疾患です。

もともとはもちろん別個の疾患ですが、今回は 「緑

内障治療のために白内障の手術をする」話です。白内

障は皆様ご存知のとおり水晶体（図 1眼球断面図参照）

が混濁して視力が低下する疾患で、現在の治療法は手

術しかありません。一方、緑内障は 「眼圧が上昇して

視野が狭くなる疾患」と以前は定義していましたが、

20年くらい前から眼圧は高くないのに視野が狭くなっ

てしまう正常眼圧緑内障が注目されるようになりまし

た。このため学会では「高眼圧」という語句をいれず

に次のように緑内障の定義を決めています。「緑内障

は、視神経と視野に特徴的変化を有し、通常、眼圧を

十分に下降させることにより視神経障害を改善もしく

は抑制しうる眼の機能的構造的異常を特徴とする疾患

である」。私は眼科医を20年以上やっていますが緑内

障は難しいものだと改めて感じます。さて、いずれに

しても緑内障の治療は眼圧を下げて視野が減少しない

ようにすることです。緑内障は間角の広い 「開放隅角

緑内障」（図 2）と隅角の狭い「閉塞隅角緑内障」（図

3 ）の 2つのタイプに分類されます。ここで白内障と

• .,:,J 
~ 

α甲yr匂M。Sant割問渇rmaeev世刻印句Ltd.

図 2 開放隅角

( 6) 

眼科（No.9) 

関係してくるのは急性閉塞問角緑内障です、このタイ

フ。の緑内障は急激に眼圧が上昇し激しい頭痛を生じる

ため最初は内科や脳神経外科を受診することがありま

す。眼科を受診していただき隅角の閉塞と眼圧が高い

ことを確認できれば診断が確定します（早期の場合は

視野障害のない緑内障の前段階なので急性原発閉塞隅

角症 .APAC = acute primary angle closureともい

います）。治療は従来レーザーによって虹彩に小さな

穴をあけることにより発作を生じないようにしていま

した。しかし、 レーザーをしても徐々に眼圧が上昇す

るタイプがあり、必ずしもレーザ一治療のみで緑内障

の進行を抑えることができないケースがあります。そ

の際は隅角を広げるために水晶体を摘出し厚みの少な

い眼内レンズに入れ替えることが有効です。白内障手

術により水晶体の容積分だけ隅角のスペースを広げら

れるため緑内障の予防に威力を発揮します。最近は小

切開白内障手術が普及し手術時間が短くて済むように

なったこともあり、緑内障発作の場合最初から白内障

手術を行うこともあります。先生方がもしも 「緑内障

治療のために白内障の手術を勧められた」と耳にされ

でもあながち患者さんの思い違いとばかりはいえない

かもしれません。

図 1

＇－刷。＂＂畑町一 Jt.-lCo・w 眼球水平断面図

白押祖ht。品川相Pham官制回i白 .Ltd.

図3 閉塞隅角
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事務部長

井坂安利

4月 1日付けで九州厚生局に出向することになりま

したが、先生方には、当院に平成20年 4月に赴任して

以来 2年間大変お世話になり厚く御礼申し上げます。

特に先生方からご紹介いただきました患者様が安心し

て受診できるようにと心がけてまいりましたが、いろ

いろな面でご迷惑をおかけしたのではなし、かと思って

おります。

昨年 9月から新病院で診療を開始しておりますが、

企画課長

;;::+;:: 
;;1:;木 幸

22年 3月31日を持ちまして、国立病院機構熊本医療

センターを去ることになりました。17年 4月より 5年

と長い問、皆様のご支援を頂きありがとうございま

した。

17年 4月から20年 3月までの 3年間は、医事におい

て病診 ・病病連携で地域の医療機関の先生方に、紹介

しやすい病院、また利用しやすい病院をめざし、事務

として関わりましたが、お役に立てたかは疑問の残る

ところです。

また、20年 4月から22年 3月までの 2年間は、企画

として新病院の建築、新病院移転及び駐車場の整備の

この新病院整備、そして移転に事務部長として関われ

たことは、私にとって一生の思い出であります。 一方、

思いがけず整備途中で替わることは私にとって心残り

であり、最終的な整備まで関わりたいというのが正直

な気持ちであります。

今後、駐車場とへリポー卜 の整備を行うこととして

おりますが、駐車場につきましては、早ければ本年末

には完成する予定です。また、当院は、救命救急セン

ター及び災害拠点病院ということから当初計画にあり

ましたヘリポート につきましでも、本年度末を目途に

整備することとしております。これらの整備につきま

して、先生方のご理解とご協力をお願いいたします。

最後に、地域の医療機関及び先生方には、今後とも

国立病院機構熊本医療センターの運営にご協力いただ

きますよう、併せてお願し、申し上げ、退任のご挨拶と

させていただきます。

仕事に携わってまいりました。新病院の移転では、多

くの皆様のご協力により、 21年 9月の 5連休で無事移

転できたことが、今になってしまえば懐かしく思い出

されます。

現在、旧病院を取り壊しその後に駐車場の整備を進

めていますが、駐車場の完成には、まだ、 1年が必要

となります。正面玄関及び仮設駐車場への通路が、一

部未舗装で、水たまりがありご不便をお掛けしています

ことをこの場をかりてお詫びいた します。

最後になりましたが、在任中の 5年間いろいろご指

導、ご鞭撞頂きありがとうございました。

ホームべーラをご刷用下さい。診療、研修、研究なと情報満載です。 三三J

くまびょうNEWS55暑から継続して掲載されています。 ノ

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http・. IJwww.hosp.go.jp／～knh/ 

( 7) 
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内科（臨床検査科）医長
つる た とし ひさ

鶴田敏久

平成22年 4月から臨床検査科に勤務させて頂いてお

ります鶴田敏久と申します。

昭和60年に東京医科大学卒業し、東京女子医科大学

第二病院（現東医療センタ ー）小児科で初期研修後、

東京大学（医科学研究所）内科大学院に進み、造血幹

細胞移植を中心とした細胞療法の臨床と遺伝子研究の

泌尿器科
たに がわ ふみ き

谷川史城
半成22年 4月泌尿器科で勤務することとなりました

谷川史城と申します。

平成12年熊本大学医学部を卒業し、同年熊本大学泌

尿器科に入局いたしました。以後、大学病院、熊本赤

感覚器センタ一

眼科
たかはし え り

高橋枝里
平成22年 4月より眼科に勤務することとなりました

高橋枝里と 申します。

平成14年熊本大学医学部卒業後熊本大学眼科に入局

し、熊本大学付属病院、熊本中央病院において研修を

整形外科
もり た まこと

森 田誠
平成22年 4月よ り整形外科で勤務しています森田誠

です。

平成15年に福岡大学医学部を卒業し福岡県内数か所

の病院で研修後、平成17年に熊本大学整形外科に入局

( 8) 

基礎を学びました。長年、東京で小児の血液 ・腫虜

（特に脳腫虜）を専門として、小児（細胞移植）科、

輸血（細胞プロセシング）部、脳外科、分子療法分野

などで臨床と研究を行っておりましたが、一昨年、生

まれ故郷の熊本へ戻って参りました。帰郷と同時に、

当院内科にお世話になり、出向という形で、 2年間、

九州厚生局で臨床研修審査専門官の仕事をさせていた

だきました。当院では総合診療科として外来診療や外

来化学療法に関する仕事をさせて頂いておりました。

今回の臨床検査科では、東京女子医科大学輸血部など

での経験を生かし、診療支援部門としても少しでも皆

様のお役に立つ仕事が出来ればと考えております。何

卒よろしくお願い致します。

十字病院で研修医として勤務した後、水俣総合医療セ

ンタ 一、 野尻会熊本泌尿器科病院、下関厚生病院で泌

尿器科専門医として勉強させていただいてきました。

特に、新町の熊本泌尿器科病院勤務の折は、総合病

院での専門治療を要する患者さんを当院で病病連携で

快く診療してもらい、非常に感謝しております。

熊本医療センタ ーでは、救急医療、泌尿器がん診療

を中心に、熊本県内の先生方のお役にたてるよう微力

ではありますが努力していきたいと考えております。

ご指導、 ご鞭提のほどよろしくお願いいたします。

行い、再度熊本大学付属病院勤務を経て、平成17年熊

本大学医学薬学教育部大学院に進学しました。癌の転

移や臓器の線維化に関わる現象（上皮間葉転換）をテー

マに基礎研究を行い、本年 3月に学位を取得しました。

卒後 9年目になりますが、眼科医としてはまだ駆け出

しです。 1日も早く 、患者さんの不安や心配を軽減で

きるよう、初心に立ち返り精一杯頑張りたいと存じま

す。至らない点も多く 、色々とご迷惑をお掛けすると

思いますが、どうぞ御指導御鞭健のほど宜しくお願い

いたします。

させていただきました。入局後は大学病院に 2年間勤

務後、熊本赤十字病院、熊本労災病院、公立玉名中央

病院と 1年ごとに勉強させていただき、今回熊本医療

センタ ーでお世話になることになりました。また新し

い環境となり気持ちを新たに頑張っていこうと思って

おり ます。

整形外科の中でのまだ専門分野などはなく 、知識と

技術を研鎖していく身であり 、整形外科全般を勉強中

です。病診連携などでご迷惑をおかけし、お世話にな

るかとおもいますが、今後とも ご指導ご鞭提のほどよ

ろしくお願い申し上げます。
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平成22年 4月 1日より 、当院泌尿器科で勤務にあた

ることになりました鍬田知子と申します。

平成16年 3月に久留米大学医学部を卒業し、同年4

月より 2年間は初期研修として熊本大学医学部附属病

院と熊本地域医療センタ ーで研修を終えた後、平成18

ろ朗肘優

科
時
山

鵬
ω
中

4月から麻酔科勤務となりました中山雄二朗と申 し

ます。

鹿児島大学を卒業し、熊本赤十字病院で 2年間の初期

研修を終えた後、麻酔科医として熊本赤十字病院、熊本

大学附属病院、熊本市民病院に勤務しました。それぞれ

脳神経センター

脳神経外科
なかがわ たか し

中川隆志
平成22年4月より脳神経外科で勤務することになり

ました中川隆志と申します。

平成17年 3月長野県の信州大学医学部を卒業後、京

都第二赤十字病院で 2年間の初期研修を終え、平成19

年 4月より熊本大学脳神経外科に入局しました。私自

戸

盟
~ 

み巳た拓

科
だ
田

児
か
司

小
ぉ
日

平成22年4月より小児科でお世話になっている岡田

拓巳と申します。

平成18年熊本大学医学部卒業、同年岸和田徳洲会病

院にて2年間の初期研修。その後、独立行政法人長崎

年 4月に熊本大学泌尿器科に入局いたしました。その

後 1年聞を大学、平成19年 4月より 1年聞を熊本赤十

字病院、平成20年 4月から 2年聞を下関厚生病院でお

世話にな ってまいりました。

当院が 「断らない医療」を掲げているとのことで、

これまで以上に豊富な症例を経験できる機会に恵まれ

ることに期待を抱きつつ不安もあります。諸先生方に

ご迷惑をおかけすることがあると思いますが、御指導・

御鞭提の程宜しくお願し、申し上げます。

また、私は県内では 2人目の泌尿器科女医となりま

すが（現在 3名）、そういった意味でも何かしら地域

医療に貢献していけたらと思っていますので、宜しく

お願いいたします。

の病院が特色を持っており、通常の成人麻酔から小児・

新生児麻酔や帝王切開などの周産期麻酔、そして小児心

臓麻酔などの特殊な麻酔まで色々な経験をさせていただ

きました。

当センターは救急搬送が大変多いとのことで、緊急手

術も数多く行われていると聞いております。熊本赤十字

病院も緊急手術の多い病院でしたが当センターに搬送さ

れてくる数多くの急患を助けることができるようこれま

での経験を生かしてがんばりたいと思います。

新しい病院に慣れるまで時間がかかると思いますし、そ

の他もいろいろとご迷惑をおかけすることも多いと思い

ますがどうぞよろしくお願いいたします。

身は益城町の出身ですが、一度立命館大学法学部に入

学、そこで山と医学の道に目覚め、信州大学医学部へ

再入学しました。京都での研修を終えた後、再び故郷

の熊本へ戻ってきました。

大学病院で 1年間勤務した後、荒尾市民病院、人吉

総合病院を経て、今春より当センターで勉強させてい

ただくことになりました。当センタ ーで豊富な症例を

経験させていただくことにより自分の技術を磨き、幅

広く深い知識が持てるように努めたいと思います。ま

た、患者様やご家族の不安な気持ちに少しでも寄り添っ

ていけるような医師になれるよう頑張りたいと思いま

す。何とぞご指導ご鞭撞下さいますようよろしくお願

い申し上げます。

医療センタ ーにて内科と小児科をレジデントとして勤

務し、今年熊本大学小児科医局に入局しました。医師

としては 5年目、小児科医として2年目になります。

今回主にア レルギー疾患や小児悪性疾患の勉強をさ

せていただくためにこち らでお世話にな っております。

まだまだ不勉強で足りない部分も多々ありますが、層、

児やその家族が少しでも笑顔でハ ッピーになれるよう

な治療を、頭絞って、周りを巻き込んで最大限頑張ろ

うと考えています。

病院自体も学生の頃に見たイメージと全く変わって

おり、たくさんご迷惑をおかけすることもあるかと思

いますが、どうぞよろしくお原買いいたします。

C 9) 
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糖尿病・内分泌内科
しまかわ あき こ

島川明子
平成22年 4月より、糖尿病内分泌内科でお世話になる

こととなりました島川明子と申します。

平成19年に佐賀大学医学部を卒業しまして、佐賀大学

医学部付属病院で 2年間卒後研修を行いました。平成21
年より熊本大学医学部付属病院代謝内分泌内科で 1年間

心臓血管センター

循環器科
ひら た よしひろ

平田快紘

平成22年 4月より循環器内科に勤務させて頂くこと

となりました、平田快紘と申します。

平成19年 3月に熊本大学医学部を卒業後、研修医と

して国立病院機構熊本医療センタ ーで2年間研修させ

消化器病センター

消化器内科
よしなり もと ひろ

吉成元宏

平成22年 4月から消化器内科で勤務することになり

ました吉成元宏です。学生時代はラグビ一部で汗と泥

まみれになってボールを追し、かけ、仲間達と青春を過

ごしました。平成19年に久留米大学医学部を卒業し、

麻酔科
いしむら たつひろ

石村達拡
この 4月より、熊本医療センター麻酔科所属になる

石村達拡です。

2007年 3月に熊本大学医学部を卒業し、同年 4月か

ら熊本大学医学部附属病院で 2年間の卒後臨床研修を
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勤務しておりました。医師としては、今年で 4年目とな

り、代謝内分泌内科を専門としてからは、 2年目となり

ました。

平成21年度は大学病院で糖尿病、内分泌疾患について

学はせていただき、まだまだ未熟ながらも、成長できた

部分が多かったと感じております。

国立病院に勤務となり、システム、環境が変化するこ

とで、不安を感じるところもありますが、実りある時聞

を過ごし、医師として研績を積んでいきたいと考えてお

ります。

ご迷惑をかける点もあるかと存じますがよろしくお願

いいたします。

て頂きました。その後熊本大学循環器内科に入局し、

1年間熊本大学医学部附属病院で勤務させて頂きま

した。

今回、再度国立病院に勤務させていただく ことと な

り、懐かしい反面、新病院であり自分の知っている国

立病院ではないという不安も若干あります。救急症例、

PCI件数など増加しているとのことで、まだまだ未熟

者ではありますが、一生懸命頑張っていきたいと考え

ております。皆様にご迷惑をかけることもあるかと思

いますが、ご指導 ・ご鞭援の程どうぞ宜しくお願い致

します。

久留米大学病院で前期臨床研修を 2年間修了しました。

地元が熊本であることと、心機一転頑張っていきたい

思いもあり、平成21年から熊本大学附属病院消化器内

科に医員として入局しました。仕事と環境になれるま

で少し時間はかかりましたが、あたたかい先輩、同期、

研修医の先生方に支えられ、これまで充実した生活を

送る事ができました。消化器内科医としてまだまだ未

熟であり、先生方にはいろいろと質問することもある

かと思いますが、ご指導宜しくお願い致します。これ

かも明るく頑張っていきたいと思いますので宜しくお

願l＼致します。

受けました。 2009年 4月から熊本大学医学部附属病院

麻酔科で医員として勤務しました。大学病院では長時

間の手術が多く、特殊な疾患を持った患者様の手術も

あり、細やかな全身管理を必要とする症例を多く経験

することができました。

熊本医療センターに着任するにあたりまして、数多

くの急患を受け入れている病院ですので、ますます安

全に配慮した麻酔を行って熊本の医療に貢献できるよ

う努力する所存です。

新しくなったばかりの手術室で、身も引き締まる思

いです。よろしくお願いいたします。
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第 104回 木会（無料）
（糖尿病、高脂血症、高血圧を語る会）

［日本医師会生涯教育講座 1単位認定］
［日本糖原病療養指導士認定更新のための研修単位＜2群＞0.5単位認定］

日時砂平成22年 4月15日（木） 19 : 00～20: 45 

場所惨国立病院機構熊本医療センター研修室2

1. 「調剤薬局における糖尿病治療薬の注意点J

熊本県薬剤師会調剤薬局 永里綾子

2.「パセドウ病と 1型糖尿病を合併した多腺性自己免疫症候群E型の一例」

国立病院機構熊本医療センタ ー糖尿病 ・内分泌内科

豊永哲至・花谷聡子 ・児玉章子・高橋毅・東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がございましたら、お持ちいただきますようお願い致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療セ ンター内科部長東輝一朗 TEL 096-353-6501 （代表）内線5705

ト第 1：：~；~~~午~~tt料） 日時砂平成22年 4月19日（月） 19 : 00～20: 30 

( ~科宣イ険 5 会 ：
［日本医師会生涯教育講座単位認定］

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

1.胸部レントゲン読影

2持ち込み症例の検討

3症例検討「半月体形成を伴ったアミ ロイドー シスの一例」

国立病院機構熊本医療センタ ー腎臓内科 目尻恵子

4. ミニレクチャ ー 「リンパ腫診断でのPE Tの有用性について」

国立病院機構熊本医療センタ ー血液内科 井上佳子

日頃、疑問の症例、興味のある症例、X線、心電図、その他がございましたら、ご持参いただきますようお願い

致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター研修部長清川 哲志 TEL: 096-353 6501 （代表） FAX: 096-325-2519 

（和1回…翻：：； 日時砂平成22年 4月24日（土） 15 : 00～17 : 30 

[B 本医師会f 霊教~ t座単位認定］］ ｜ 場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

演題： 「ショック」

1 .循環動態とモニター

座長：熊本県医師会

国立病院機構熊本医療センター 麻酔科部長

2.各種ショックの診断と治療 -Cold Shock 

国立病院機構熊本医療センタ ー 救急科医長

3.各種ショックの診断と治療 -Warm Shock 

岡本喜雄先生

江崎公明

原田正公

国立病院機構熊本医療センター麻酔科医長 ・集中治療室長 瀧賢一郎

この講座は有料で、年間10回を 1シリーズ（年会費10,000円）として会費制で運営しています。但し、 1田だけ

の参加を希望される場合は l回会費2,000円で参加し、ただけます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センタ一事務局 TEL 096-353 6501 （代表） 内線2630 096-353-3515 （直通）
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2010年 4月1日

:201叫研修F町糧費
タ

4月 研修センターホール 研 修 室 そ の 他
7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 C 1 
17:00～19:00 循環器カンファレンス 6 ::Iヒ1自体）
17:30～19:00 超音波カンファレンス 1商
18:00～19:00 縫尿病・内分泌内科カン77レンス C 2 
8:00～8:30 麻酔科症例検討会 手

2自 信鉛 8:00～ 9:00 消化器病研究会 C 1 
17:00～21:00 救急部カンファレンス C2 
8:00～8:30 MGH症例検討会 C 1 

5日 （月） 16:00～18:00 泌尿器科病棟カンファレンス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西
15:00～16:30 血液病懇話会 C2 

6日 ω 15:00～18:00 外科術前術後症例検討会 CI 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C2 

7目 。1J<) 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C2 
17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス C 1 
7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 C 1 

8自体） 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6北
17:30～19:00 超音波カンファレンス r向
18:00～19:00 糖尿病・内分泌内科カン77レンス C2 
8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手

9日 倒 8:00～ 9:00 消化器病研究会 CI 
17:00～21:00 救急部カンファレンス C2 
8:00～ 8:30 MGH症例検討会 C 1 

12日伺） 16:00～18:00 泌尿器科病棟カンファレンス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西
15:00～16:30 血液病懇話会 C2 

13日ω 15:00～18:30 外科術前術後症例検討会 C 1 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C2 
18:30～21:00 泌尿器科・放射線科合同ウログラム C 1 

14日 pJ<)
18 : 00～19 : 30 第62回国立病院機情熊本医療セン9- 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C2 

クリテイカルパス研究会（公開） 17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス C 1 
19・00～20:45 第104回三木会（研2) 7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 C 1 

15日 附
（槍尿病、脂質異常症、高血圧を悟る会） 17:00～19:00 循環器力ンブアレンス 6 ::It 
［日本医師会生涯教育講座 1単位認定］ 17:30～19:00 超音波カンファレンス Y商
［日本檀阜商草葺指導士臣lE!輯のための研惇単世＜2醇＞0.5単世盟定］ 18:00～19:00 糖尿病・内分泌内科カンファレンス C2 

8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手
16日 樹 8:00～ 9:00 消化器病研究会 C 1 

17:00～21:00 救急部カンファレンス C2 

17日比j
13: 30～17 : 00 第78回ナースのための救急車草生法講座

講師国立病院機構熊本医療センター麻酔科部長江崎公明他
19: 00～20: 30 第135回月曜会 （内科症例桟討会） 8:00～ 8:30 MGH症例検討会 C 1 

19日伺） ［目本医師会生涯教育講座単位認定］ 16:00～18:00 泌尿器科病棟カンファレンス 5西
17:00～18：・00 小児科カンファレンス 6西
15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

20日 ω 15:00～18:00 外科術前術後症例検討会 Cl 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C2 

21日 （1.1<) 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス C 1 

18 . 30～20: 00 日本臨床細胞学会能本県支部研修会 19 00～21 00 熊本脳神経疾患懇話会（研 2) 7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 C 1 

22日 同 17:00～19:00 循環器カンフ ァレンス 6 ::It 
17:30～19:00 超音波カンファレンス 1商
18:00～19:00 轄尿病・内分泌内科カンファレンス C2 

18 30～20: 30 熊本地区核医学技懇話会（研2) 8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手
23日 働 8:00～ 9:00 消化器病研究会 CI 

17:00～21:00 救急部カンファレンス C2 
15: 00～17: 30 第1固定状・疾患別シリーズ

［日本医師会生涯教育講座単位認定］
座長 院本県医師会 岡本喜雄

「ショァク」

24日出 1.循環動態とモヱター
国立病蛾僻本医聾セント臓朝日部長 江崎公明

2.各種ショ ックの診断と治療ーColdShock-
目立宿院極構院本医聾tンター拍車科医長 車田正母

3.各種ショッヲの惨断と治療－WarmShock-
目立属院理構臨本医章tン9－麻酔科H・豊中治聾室長 重賢ー朗

8:00～8:30 MGH症例検討会 C 1 
26日 （月） 16:00～18:00 泌尿器科病練カン7ァレンス 5西

17:00～18:00 小児科力ン7ァレンス 6西
18 30～20 30 血液研究班月例会 19: 00～21 . 00 小児科火曜会（研 1) 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

27日 伏） 15:00～18:00 外科術前術後症例検討会 C 1 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C2 

28日 （1.1<) 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C2 
17:30～19:08 消化器疾患カンファレンス C 1 
8:00～8:30 麻酔科症例検討会 手

30日樹 8:00～9:00 消化器病研究会 C 1 
17:00～21:00 救急部カンファレンス C2 

研1～3 2階研修室 l～3 C 1・2 3階カンファレンスルーム 1・2 5西 5階西病棟 6西 6階西病棟 6北 6階北病棟 消 消化器病センタ 読影室 手 手術室

問い合わせ先 〒860-0008 熊本市二の丸 l番5号 国立病院機構熊本医療センター 2階地綾医療研修センター

TEL 096-353-6501 （代）内線2630 096-353-3515 （直通）
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